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 家庭は 子供の安心基地 
   校長 市川 由紀絵 

 青葉にそよぐ薫風がさわやかな季節となりました。新年度がスタートして１か月、4月当初は

緊張気味だった1年生も、徐々に学校生活に慣れ笑顔が多く見られるようになりました。ありが

たいことに多くの保護者が子供たちの登校を見守ってくださり、山口PTA会長は毎朝校門に立

って子供たちに声をかけてくださっています。保護者と離れられない子に寄り添い優しく手をひ

いてくれる上級生の姿に、心が温かくなりました。 

 さて、子供たちにとって、新学期は期待と共に様々緊張感を感じる時期だと思います。「担任

の先生とうまくやれるか」「友達と仲良くやれるか」子供なりに様々気を遣って過ごしているこ

ともあるでしょう。時にはうまくいかないことがあったとき、話を聞いてくれる、温かく励まし

てくれる家族、家庭は、お子さんにとって大事な安心基地です。忙しい日々の中で、「ねえ、ね

え。」と子供が話しかけてきたとき、ちょっと手をとめて子供の話に耳を傾ける心のゆとりをも

ちたいものです。学校も、子供たちにとって安心できる居心地のよい場所となるよう、一人一人

に目を向け、耳を傾け、心をつないでいく関わりを心がけてまいります。 

 ５月８日から新型コロナウイルスの５類への引き下げに伴い、教育活動の見直しが考えられま

す。都や区の方針を受け、子供たちの教育活動がより充実したものになるよう工夫してまいりま

す。今後も、学校と家庭が連携し、地域の皆様に支えていただきながら、子供たちの健やかな成

長を支えていきたいと思います。ご理解、ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

【５月の行事予定】 

１ 月 
全校朝会 写生会(5年) 

水道キャラバン(4年)                  区SC 

16 火 読み聞かせ 

17 水 避難訓練予備日 

２ 火 安全指導 18 木 4年移動教室保護者説明会       都SC 

３ 水 憲法記念日 19 金 NIEたいむ 離任式(1年4時間授業､2～6年5時間授業) 

４ 木 みどりの日 20 土  

５ 金 こどもの日 21 日 西ヶ原東地区運動会予備日           

６ 土  22 月 全校朝会 図書ボラ＆読み聞かせ紹介集会 区SC 都SC 

７ 日  23 火 きょうだいタイム 

８ 月 全校朝会               区SC 24 水 6年こころの劇場 PTA総会(書面開催) 

９ 火 眼科検診(123年) 25 木 体育朝会 運動会係活動(6年)6校時 

10 水 避難訓練(竜巻 中休み)  尿検査1次 26 金 NIEたいむ 尿検査2次 

11 木 児童集会 尿検査(未提出者)       都SC 27 土 飛鳥中運動会 

12 金 NIEたいむ  28 日  

13 土 土曜授業日 ＰＴＡ予算委員会 29 月 
全校朝会 都学力調査(5年)  

宿泊前日検診 (4組) 

14 日 西ヶ原東地区運動会 30 火 那須宿泊学習始(4組) 

15 月 
全校朝会 運動会特別時間割開始 教育実習始 

眼科検診(456年4組)  都学力調査6年  区SC 
31 水 那須宿泊学習終(4組) 尿検２次     区SC 

 

 



 

 

 

 

 
 

１年生を迎える会 
特活主任 田中 希 

 かわいい１年生が入学してからもうすぐ一か月が過ぎようとしています。登校すると、６年

生が、朝の準備を手伝ってくれています。優しく教えてもらう中で、自分でできるようになっ

たことがどんどん増えていっています。ひらがななどの学習も始まり、毎日たくさんのことを

学び、吸収しているきらきらした１年生です。 

先日４月１９日（水）の１時間目に、1 年生を迎える会が校庭で行われました。１年生を

迎える会は、滝小の仲間入りをする会です。1 年生はアーチをくぐり、たくさんの拍手で迎

えられました。2 年生からもらったメッセージ入りのペンダントをさげて参加しました。各

学年からのプレゼントは、滝小にまつわるクイズでした。給食や休み時間の遊びなどに関す

る問題に楽しんで答えることができました。最後に１年生から大きな声でお礼を伝えてもら

い、２年生から６年生も嬉しそうでした。代表委員 

も短い期間の中で、計画的に準備を進めることがで 

き、当日成功させることができました。今年度も代 

表委員を中心に、全校で力を合わせて滝小を盛り上 

げていきたいと思います。 

 

「滝小のよい子の一日」はみんなを大切にするきまりです 
生活指導主任 高草木 輝子 

 校則に基づく指導に当たっては、子供たちが自分事としてその意味を理解して、自主的に守

るように指導していくことが大切です。また、絶えず見直しを行うことが求められています。 

本校では、校則を「滝小のよい子の一日」としてまとめてあります。そして、新年度の初め

の一週間で、全学級で指導することにしています。 

例えば、「校帽をきちんとかぶり、正しい通学路を通って登下校します。」というきまりが

あります。校帽をかぶっていることで、地域の方にも滝小の子供であることが分かり、見守っ

ていただけます。「登校したら、名札を胸につけます。」というきまりは、担任以外の教師が

子供をほめるときも注意するときも、名前を見て、その子を大切にして指導できるようにする

ため。また、万が一けがをしたときに迅速に対応できるようにするためでもあります。「学習

用具は、使いやすく、学習に集中できるように、必要な数だけシンプルな物を持ってきます。

キャラクターの絵、香り、飾りなどがついている物は使いません。」というきまりは、一昨年

度付け加えました。それまでは、年度始めに学年ごとに指導していましたが、「滝小のよい子

の一日」に明記することで、子供たちが常に確認できるようにしました。 

「滝小のよい子の一日」の内容は必要最小限にしています。本校の教育目標の一つに「きま

りを守り 互いに助け合う子ども」とある通り、学校生活の目的やみんなのことを考えて、ど

のように行動するのがよいのかを判断し、自律できる子供に育てていきたいと考えています。

保護者の皆様も「滝小のよい子の一日」をご覧いただき、お子さんと話し合ってみてください。 

 


